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研究成果の概要： 
本調査では、医師が専門とする診療科および勤務地選択の際の要因や関連する因子を探るべく、
全国の医学部 4 年生・6 年生ならびに研修医を対象に、アンケート調査を実施した。また、す
でに専門診療科をもって診療している医師会会員（3 県）にも同様の調査を実施した。回答者
の属性や個人的な体験・考え方、生育地の規模が特定の診療科選択や最終的な勤務地の決定に
影響することが見出された。回答した学生・研修医の 2/3 がへき地勤務を肯定的にとらえてい
ることがわかった。また、勤務地の決定には生育地の規模が大きく影響していた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We conducted nationwide survey for the 4th and 6th year medical students as well as 
residents on the 2-year mandatory rotation in Japan to elucidate the factors influencing 
specialty choice and determining factors for practice sites.  An anonymous survey was 
also conducted by sending a questionnaire to members of Medical Associations in three 
Japanese prefectures.  We found characteristics, perspectives and/or personal 
experience of respondents influence the career choice.  Logistic regression analysis 
demonstrated that the strongest determinant of future practice sites was the size of area 
where physicians grew up. 
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１．研究開始当初の背景 
 医師数は戦後一貫して増え、1980年以降は
毎年約 8000人ずつ医師免許を取得している。
長期的には医師は充足傾向にあり、1990年代
には医師過剰論が盛んであった。県別医師数
の分布でも県間のばらつきは縮小傾向にあ
る。しかし、ここ数年、医師需要をめぐる論
調は不足論へと大きく転換した。二次医療圏

別にみると、都市部に医師が集中しそれ以外
の地域との格差が生じている。また、診療所
医師の不足圏で病院医師が多数存在する地
域がある一方、勤務の厳しい地域、中核病院
や特定診療科の医師が開業を選択し、外来枠
を減らしたり病棟を閉鎖せざるを得ないほ
ど勤務医不足を生じている施設もある。特に
小児科や産婦人科、麻酔科医不足は深刻であ
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る。こうした地域あるいは診療科による医師
の偏在を生じた背景には、1990年代後半から
推し進められてきた医療機能の分化と強化、
施設の集約化のほか、女性医師の増加に加え、
若年医師層のワークスタイルの変化がある
といわれている。また、新医師臨床研修制度
開始後、短期間でのローテーションが診療科
選択に影響を与えているのではないかとい
う推測もなされている。医師偏在を緩和する
様々な対策が取られているが、診療科目選択
や勤務地の決定に関連する影響因子につい
てはわが国ではこれまで一部の報告がある
のみで、こうした方策の妥当性や有効性につ
いてはほとんど検討されていない。わが国に
おける医師の進路選択に関する先行研究で
は、学生を対象とした調査研究が最も多く、
すでに専門診療科や診療地域を決定してい
る医師を対象とした調査はその半数ほどで
ある。また、ほとんどの調査が横断的調査に
よるものである。そこで本研究では、我が国
の医学生・医師による診療科ならびに診療地
域の選択に影響する要因を明らかにし、医師
偏在の背景因子に関する検討や効果的な介
入方法に関する考察を行う。 
 
２．研究の目的 
(1）医学生・初期研修医に対する横断的調

査を行い、診療科と診療地域の選択において
重視する要因を探る。 
(2) 後期研修医に対する横断的調査を行い、

診療科と診療地域の選択において重視する
要因を探る。 
(3)医師会員に対する横断的調査より、診療

科と診療地域の選択において重視した要因
を探る。 
(4) 医学生に対する縦断的調査より、診療

科と診療地域の選択において重視する要因
の変化を探る。 
 

３．研究の方法 
（1）全国の医学部・医科大学 80校に調査を
依頼し、協力が得られた大学の 4 年生・6 年
生を対象に無記名式自記式調査を実施した。
調査時期は 2008 年 1 月～3 月である。また、
全国の臨床研修病院 849施設に調査を依頼し、
協力が得られた病院で研修を受けている卒
後 1，2 年目の研修医を対象に無記名式自記
式調査を実施した。調査時期は 2008年 12月
～2009年 2月である。 
(2)2009年 7月～9月に、地方国立大学 4校

の卒後 3，4 年目の研修医を対象に無記名式
自記式調査を実施した。 
(3) 2009年 1月～3月に、地方 3県医師会に
所属する会員を対象に無記名式自記式調査
を実施した。 
(4)2009 年 5 月～9 月に、上記(1)の調査協

力校に再度調査を依頼し、追跡調査を実施し

た。 
 
４．研究成果 
表 1に各調査の回収状況を示した。 

表 1.回収状況一覧 

目的 対象 配布数 回収数 回収率 

1・4 4年生 3849 3089 80.3% 

1・4 6年生 1959 1370 69.9% 

1 初期研修医 5320 2740 51.5% 

2 後期研修医 417 99 23.7% 

3 医師会員 7347 3108 42.3% 

4 4年生の追跡 3200 2287 71.5% 

4 6年生の追跡 676 183 27.1% 

（1）医学生・初期研修医に対する横断的調
査結果 
 表 2 に最も興味のある診療科を、表 3～8
に将来の進路選択の際に重視する要因（上位
3項目）・重視しない要因（下位 3項目）を示
した。いずれの学年でも、一般内科の希望者
が最も多かった。また、現在、医師不足とい
われる小児科・外科・産婦人科も、5 位以内
であった。診療科選択の際には、仕事の内容
ややりがい、自分の適性といった診療科の特
性に加えて、尊敬できる教員・指導医の存在
など、教育環境も重視されることがわかった。
友人の影響や親からの助言や期待、開業して
いる親・親族の診療科は重視せず、自分自身
の考えで将来を決定するという態度がみら
れた。 
 
表 2.最も興味のある診療科 

 4年生 6年生 研修医 

（総人数） （3089） （1370） （2740） 

一般内科 15.8% 12.2% 11.2% 

臓器別内科 8.8% 11.1% 10.8% 

小児科 8.6% 7.9% 6.0% 

外科 7.6% 8.2% 6.7% 

産婦人科 3.9% 3.6% 3.9% 

整形外科 3.6% 3.2% 3.3% 

救急 2.8% 1.2% 1.6% 

精神科 2.7% 2.9% 2.5% 

その他 1.7% 2.6% 2.8% 

麻酔科 1.4% 1.8% 3.2% 

皮膚科 1.3% 1.0% 1.9% 

眼科 1.1% 1.0% 1.6% 

放射線科 0.8% 1.7% 1.6% 

耳鼻科 0.7% 1.0% 1.5% 

泌尿器科 0.6% 0.6% 1.1% 

選択なし 38.6% 40.1% 40.4% 

*総合診療科/家庭医療科を含む 

 



 

 

表 3.診療科選択の際に重視する要因(4年生) 

1 仕事の内容に興味がある 

2 やりがいがありそう 

3 自分に適性があると思う 

 
表 4.診療科選択の際に重視する要因(6年生) 

1 仕事の内容に興味がある 

2 やりがいがありそう 

3 自分に適性があると思う 

 
表 5.診療科選択の際に重視する要因(研修医) 

1 仕事の内容に興味がある 

2 やりがいがありそう 

3 尊敬できる教員・指導医がいる 

 
表 6. 診療科選択で重視しない要因(4年生) 

1 開業している親・親族の診療科 

2 友人の影響 

3 開業のしやすさ 

 
表 7. 診療科選択で重視しない要因(6年生) 

1 開業している親・親族の診療科 

2 友人の影響 

3 親からの助言や期待 

 
表 8. 診療科選択で重視しない要因(研修医) 

1 開業している親・親族の診療科 

2 友人の影響 

3 自分自身が経験した病気を診療する科 

 
表 9～14に将来の診療地域選択の際に重視

する要因（上位 3項目）・重視しない要因（下
位 3 項目）を、表 15 にへき地勤務について
どう思うかを示した。いずれの層でも協力し
合える医師の存在が重要と認識していた。ま
た、ライフ・スタイル、子供の教育環境を重
視するとの回答が得られた。一方、へき地勤
務については一定期間ですむなら従事した
いという回答を含めると、2/3 がへき地勤務
を肯定的にとらえていた。医師のライフ・サ
イクルに応じて時期を選び、十分な診療・教
育支援を提供できれば、医療過疎地であって
も勤務する医師は確保できると推察された。 

 
表 9.地域選択の際に重視する要因(4年生) 

1 協力し合える医師が身近にいるか 

2 自分のライフ・スタイル 

3 子供の教育環境 

 
表 10.地域選択の際に重視する要因(6年生) 

1 協力し合える医師が身近にいるか 

2 自分のライフ・スタイル 

3 子供の教育環境 

表 11.地域選択の際に重視する要因(研修医)  

1 協力し合える医師が身近にいるか 

2 子供の教育環境 

3 自分のライフ・スタイル 

 
表 12.地域選択の際に重視しない要因(4 年生) 

1 医療機関の親からの継承 

2 学生・研修医教育にかかわれるか 

3 医局の意向 

 
表 13.地域選択の際に重視しない要因(6 年生) 

1 医療機関の親からの継承 

2 学生・研修医教育にかかわれるか 

3 医局の意向 

 
表 14.地域選択の際に重視しない要因(研修医) 

1 医療機関の親からの継承 

2 学生・研修医教育にかかわれるか 

3 出身大学の所在地 

 
表 15.へき地での勤務についてどう思うか 

  4 年生 6 年生 研修医 

（総人数） （3089）               （1370）               （2740）           

積極的に 

従事したい 
12.0% 13.2% 9.6% 

一定期間ですむ
なら従事したい 

55.1% 57.7% 54.9% 

なるべく 

避けたい 
20.1% 17.1% 19.7% 

自分には 
ありえない 

6.0% 5.9% 8.6% 

その他 3.3% 3.5% 4.0% 

 
(2) 後期研修医に対する横断的調査 
表 16に専門とする診療科を、表 17～18に

後期研修医が進路選択の際に重視した要因
（上位 3項目）・重視しなかった要因（下位 3
項目）を示した。また、表 19～20 に診療地
域選択の際に重視した要因（上位 3項目・下
位 3 項目）を、表 21 にへき地勤務について
どう思うかを示した。 

本調査では、縦断研究に協力の得られた４
つの国立大学の卒業生を対象に追跡調査し
た。卒業生の現住所や勤務先は、卒業直後を
除いて必ずしも把握されておらず、調査用紙
が送付できたのは一部にとどまった。2 年後
の回答と比較するために、回答者には西暦の
生年月日を ID として記入してもらうように
協力を求めた。調査用紙は記載者が封をして、
直接研究者のもとに送付することとなって
いたが、回収率が低く ID で同一回答者と同
定できたものもごくわずかであり、横断的調
査としての報告となった。 

調査結果は全体を代表するものとはいい
がたいが、診療科選択・勤務地選択の際に重



 

 

視した要因・重視しなかった要因については、
そのほかの横断的調査とほぼ同じ傾向を示
した。へき地勤務を肯定的にとらえる回答も
6割にのぼった。 

この調査からは、縦断的調査研究を遂行す
ることの難しさが明らかとなった。 
 
表 16.専門とする診療科 

精神科 12.1% 

内科 11.1% 

小児科 9.1% 

皮膚科 6.1% 

麻酔科 6.1% 

 
表 17. 診療科選択の際に重視した要因 

1 仕事の内容に興味がある 

1 やりがいがありそう 

3 自分に適性があると思う 

 
表 18. 診療科選択で重視しなかった要因 

1 開業している親・親族の診療科 

2 予測される収入 

3 友人の影響 

 
表 19.地域選択の際に重視した要因 

1 自分のライフ・スタイル 

2 子供の教育環境 

3 協力し合える医師が身近にいるか 

 
表 20.地域選択の際に重視しなかった要因 

1 医療機関の親からの継承 

2 学生・研修医教育にかかわれるか 

3 医局の意向 

 
表 21.へき地での勤務についてどう思うか 

積極的に従事したい 8.1% 
一定期間ですむなら従事したい 51.5% 

なるべく避けたい 16.2% 

自分にはありえない 8.1% 

その他 4.0% 

 
(3) 医師会員に対する横断的調査結果 

表 22 に最も専門とする診療科を、表 23～
24に診療科選択の際に重視した要因（上位 3
項目）・重視しなかった要因（下位 3 項目）
を示した。 
診療科選択の際に重視した上位 3 項目は、

学生・研修医の回答と同一であった。仕事の
内容やそれによってやりがいが得られるか
など自己実現がはかれるかと、自分自身の適
性といった現実的な要素が重視されるよう
であった。 
診療科選択は、調査時点よりもかなり遡る

ことから、回答にリコール・バイアスの存在
は否定できない。 
 
表 22.最も専門とする診療科 

一般内科 18.1% 

臓器別内科 13.1% 

外科 7.6% 

整形外科 5.7% 

産婦人科 4.9% 

小児科 4.9% 

耳鼻咽喉科 3.2% 

眼科 2.8% 

精神科 2.7% 

 
表 23.診療科選択の際に重視した要因 

1 仕事の内容に興味がある 

2 やりがいがありそう 

3 自分に適性があると思う 

 
表 24.診療科選択で重視しなかった要因 

1 家族や友人が経験した病気を診療する科 

2 自分自身が経験した病気を診療する科 

3 今後の医療制度改革の影響の可能性 

 
表 25～26 に診療地域選択の際に重視した

要因（上位 3 項目・下位 3 項目）を、表 27
に 18 歳まで住んでいた地域と最終的な診療
地域の関係を示した。今後も現在と同じ地域
で診療を続けると回答した医師の場合、現在
の診療地域の規模は 18 歳までの生育地と同
じ規模のところである割合が最も高かった
（へき地を除く）。将来的に、地域に定着し
て診療する医師を育成する場合、生まれ育っ
た地域の規模は大きな要因になると考えら
れた。現在、医学部入学者選抜において「地
域枠」が設けられているが、どのような環境
で育ったかは一つの選抜要素になると考え
られた。 
 
表 25.地域選択の際に重視した要因 

1 協力の得られる医療機関が近くにあるか 

2 協力し合える医師が身近にいるか 

3 子供の教育環境 

 
表 26.地域選択の際に重視しなかった要因 

1 学生・研修医教育にかかわれるか 

2 医局の意向 

3 医療機関の親からの継承 

 



 

 

表 27.18歳までの住地域と最終的な診療地域 

今
後
の
診
療
地
域 

機
関
の
地
域
規
模 

現
在
の
所
属
医
療 

18 歳まで住んでいた地域 

大
都
市 

中
都
市 

小
都
市 

町
・
村 

へ
き
地 

同
じ
地
域 

大都市 0.2% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 

中都市 6.3% 25.8% 6.5% 7.7% 0.4% 

小都市 3.1% 4.4% 5.4% 4.2% 0.2% 

町・村 0.9% 1.6% 1.2% 3.8% 0.2% 

へき地 0.3% 0.2% 0.2% 0.3% 0.1% 

違
う
地
域 

大都市 0.2% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 

中都市 3.4% 7.3% 2.2% 2.2% 0.1% 

小都市 1.2% 2.1% 1.2% 1.3% 0.2% 

町・村 0.5% 1.3% 0.5% 0.8% 0.0% 

へき地 0.3% 0.3% 0.1% 0.0% 0.1% 

 
(3) 医学生に対する縦断的調査結果 
表 28～31 に興味を持った者が多かった診

療科・興味を失った者が多かった診療科（上
位 3 項目）を示した。表 32～35 に将来の進
路選択の際に重視するようになった要因・重
視しなくなった要因（上位 3項目）を示した。  
本調査は、2007年度に協力の得られた医学

部 4 年生と 6 年生を対象に 2009 年度に行っ
た追跡調査である。前述の方法で ID を回答
者に記載してもらうことで、同じ回答者の変
化を知ることができた。 
2007 年度の調査で、4 年生・6 年生・研修

医ともに進路希望診療科として最も多くあ
げた一般内科は、学年が上がることでさらに
興味を持った回答者がいた反面、興味を失っ
た者も多かった。選択要因として訴訟リスク
は重視しない方向に動くことがわかった。 
 
表 28.興味を持った者が多かった診療科 

（4年生→6年生） 

1 臓器別専門内科 

2 外科 

3 一般内科／総合診療科/家庭医療科 

 
表 29.興味を持った者が多かった診療科 

（6年生→初期研修医） 

1 小児科 

2 一般内科／総合診療科/家庭医療科 

2 臓器別専門内科 

 
表 30.興味を失った者が多かった診療科 

（4年生→6年生） 

1 一般内科／総合診療科/家庭医療科 

2 救急 

3 小児科 

 

表 31.興味を失った者が多かった診療科 
（6年生→初期研修医） 

1 一般内科／総合診療科/家庭医療科 

2 臓器別専門内科 

3 小児科 

 
表 32.診療科選択において重視するように 

なった要因（4年生→6年生） 

1 診療科としての発展性が感じる 

2 雰囲気のよい診療科 

3 専門性を極められると思う 

 
表 33.診療科選択において重視するように 

なった要因（6年生→初期研修医） 

1 先輩の勧め 

1 専門性を極められると思う 

3 対象となる臓器に興味がある 

 
表 34.診療科選択において重視しなくなった 

要因（4年生→6年生） 

1 医療訴訟リスクの程度 

2 自分自身が経験した病気を診療する科 

2 医学部入学前に得た知識で興味を持った 

 
表 35. 診療科選択において重視しなくなった 

要因（6年生→初期研修医） 

1 その診療科への社会的評価が高い 

2 今後の医療制度改革の影響の可能性 

2 医療訴訟のリスクの程度 

 
表 36～39 に将来の進路選択の際に重視す

るようになった要因・重視しなくなった要因
（上位 3 項目）を示した。表 40 にへき地勤
務についてどう思うかの変化を示した。 

4 年生から 6 年生となった回答者は、研究
が行えるかなど専門職としてのキャリア形
成をより重視する傾向がみられたが、6 年生
から研修医になると、配偶者や両親など家族
に関する要因を重視する回答者が増えた。 
へき地勤務については、全体として肯定的

に考える回答者が多い傾向は変わらなかっ
たが、6 年生から研修医になった回答者の変
化の内訳をみると、働きたい方向に変化した
回答者と、働きたくない方向に変化した回答
者が全体の 14％ずつと同率であった。 

進路選択には個人的な要素が影響し、医師
という専門職において自由な選択は職業意
識を保つ上で重要と感じられた。 
 
表 36.地域選択において重視するように 

なった要因（4年生→6年生） 

1 出身大学の所在地 

2 研究が行えるか 

3 自分のキャリア形成 



 

 

表 37.地域選択において重視するように 
なった要因（6年生→初期研修医） 

1 配偶者の就職先 

2 医局の意向 

3 両親の居住地 

 
表 38.地域選択において重視しなくなった 

要因（4年生→6年生） 

1 医療機関の親からの継承 

2 学生・研修医教育にかかわれるか 

3 医局の意向 

 
表 39.地域選択において重視しなくなった 

要因（6年生→初期研修医） 

1 医療機関の親からの継承 

2 学生・研修医教育にかかわれるか 

3 出身大学の所在地 

 
表 40. へき地勤務をどう思うかの変化 

 
4 年生 

→6 年生 

6 年生→ 

初期研修医 

積極的に従事したい維持 5.0% 4.7% 

一定期間ですむなら維持 43.1% 37.2% 

従事したい方に変化 15.0% 14.0% 

従事したくない方に変化 18.5% 14.0% 

なるべく避けたい維持 8.8% 9.3% 

自分にはありえない維持 1.8% 2.3% 

その他・無回答 7.8% 18.6% 
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